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容 

 

概  要 

 

食品成分に含まれる動脈硬化や高コレステロール血症の予防改善機能，食品成

分の抗肥満・糖尿病作用などについて研究している。動物実験をはじめ，先端

的な遺伝子工学・分子生物学手法などを活用し，食品科学と生命科学の立場か

ら研究を遂行し，健康科学の新しい世界の開拓を目指している。   

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

食品分子機能学研究室では，食品成分に含まれる動脈硬化や高コレステロール

血症の予防改善機能，食品成分の抗肥満・糖尿病作用などについて研究してい

る。代表的な研究成果は，牛乳から発見した世界初のコレステロール代謝改善

ペプチド（IIAEK：ラクトスタチン，図参照）やヒトの臨床試験により効果が

認められた「特定保健用食品」であるコレステブロックの開発である。 

本技術の 

有用性 

食品成分のコレステロール代謝改善作用，生活習慣病改善作用について，ラッ

ト・マウスを用いた in vivo の影響，肝細胞や腸管細胞を用いた in vitro の影

響，コレステロール・脂質代謝関連遺伝子などへの影響の評価から，心臓血管

疾患や生活習慣病の制圧する特定保健用食品・健康食品の開発が可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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生活習慣病を改善する食品成分の研究開発 

食品成分の生活習慣病予防改善作用に関する生化学・分子生物学的研究 

ペプチド・ポリフェノールが拓く健康科学の新世界 


